
０：はじめに

2022

実例をもとにしてデザインのプロセスを紹介します

（正確には前後したり同時進行したりの部分もあります）
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１：当初のテーマ

2022

神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）
令和３年度生活支援ロボットデザイン支援事業委託業務

マイクロテック・ラボラトリー株式会社(MTL)のテーマ

コミュニケーションロボット向け
３軸ダイレクトモータモジュール

募集があった時点ではこのようなテーマでした
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２：情報整理

2022

状況を把握して構図や方向性を整理します

3



３：計画・テーマの練り直し

2022

9 10 11 12 1 2 3

契約 最終報告

KISTEC テーマ ダイレクトドライブモーターを活用した新規ロボット事業創出に向けたデザインのプランニング

レポート モジュールデザインプラン ロボットデザインプラン プレゼンデザインプラン まとめ

MTL テーマ ダイレクトドライブモーターを活用した新規ロボット事業創出に向けたプロダクトのデザインとブランディング

1 モータモジュールのデザイン 企画 デザイン データ作成

2
モジュールを使用した
製品サンプルのデザイン

企画 デザイン データ作成

3
これらからのラインナップを見据えた
プレゼンテーションアイテム作成

デザイン データ作成 まとめ

神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）
令和３年度生活支援ロボットデザイン支援事業委託業務

マイクロテック・ラボラトリー株式会社(MTL)

具体的な内容とスケジュールを整理します
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４：アイディア展開

2022

ニーズから考えて改めて膨らませました
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４：アイディア展開

2022

ラフスケッチを描いて内容を話し合い、詰めていきます
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５：ラフモデリング

2022

必要に応じて思いついたことが成り立つか立体で試したります
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６：キーワード

2022

精度

大きさ

手術支援ロボット
ハプティクス
デバイス

難しくなく
ある程度の可動範囲で
遠隔感触系の
すそ野を広げる

アバター
ロボット

隔たりのある場所を触れるようにするって大きな価値を秘めている
隔たりには色々なバリエーションがあるので広がりがある

製品のコンセプトをまとめて共有します
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７：仕様検討

2022

目標に応じて具体的な仕様と見せ方をまとめます
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７：仕様検討

2022

企業と製品のコンセプトに沿ってデザインコンセプトをまとめます
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８：デザイン・設計

2022

基礎設計を踏まえ人の関わり方を考え寸法を割り出して、スケッチ。構造もざっくり提案

11



８：デザイン・設計

2022

方向性が決まったら制作するための構造を詳細に検討していきます
大きさ確認モデルをつくりチームで確認します
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９：詳細検討

2022

大きすぎて3Dプリンターに入らない

削りだし：コスト、作成期間合わず

端末部きちんと処理しつつ
簡単な造りにするには？？？

内側の処理どうする？

中見せよう

このあたりの処理は？

どう留める

ソフト上で作るのはできても実際に作れるようにするには難しい・・・

3Dソフトでパーツ構成を整えつつデザインの提案とチェック
一旦理想形に振ります
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９：詳細検討

2022

削りだしから折り曲げへ

樹脂から板材へ

コーナーカバーのみ樹脂（3Dプリンター）

角部樹脂（3Dプリンター）

板材折り曲げ
検討途中の画像なので細部が最終版と違います

制作するにあたっての問題点の解決策を入れながら
細部までデザインのブラッシュアップ

端末パーツの検討

その他

Color Material Finish
ロゴなどの
の指示、調整・・・

14



１０：成果物・・・「可触化デバイス」本体

2022

完成イメージCG→制作フォロー

これは完成イメージCGです
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１１：成果物・・・プレゼンテーションアイテム作成

2022

2022国際ロボット展 KISTECブースに展示した時のイメージ 配布カード

キーワードロゴ

発表用の場を考えて必要なモノを揃えます
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１１：成果物・・・プレゼンテーションアイテム作成

2022

説明用動画も用意し会場とサイトで使いました
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１２：発表

2022

展示会で反応を見ました
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１３：その後

2022

モノは作って終わりではなく
振り返りと

今後のブラッシュアップの繰り返しが必要です。
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